
昭和２２年４月 新制中学校発足により妻沼町立妻沼中学校、長井村立長井中学校、

秦村立秦中学校を設立

昭和３０年１月 町村合併により校名を妻沼町立妻沼中学校、妻沼町立長井中学校、

妻沼町立秦中学校と改称

昭和３７年３月 妻沼町立長井中学校、妻沼町立秦中学校廃校

〃 ４月 統合して妻沼町立妻沼東中学校発足、長井中学校を南校、秦中学校

を北校と改称 開校式 初代 渡辺栄作校長 着任

〃 月 妻沼町大字妻沼４３０－１番地に校地を定め、起工１１

昭和３９年４月 南校生徒を収容し、新校舎にて授業開始 第２代小林静六校長着任

昭和４０年４月 北校及び妻沼西中一部生徒を収容、統合完了

〃 月 統合中学校完成（開校記念日１２月１１日）１２

昭和４１年３月 校旗及び校歌制定

〃 ５月 生徒会歌制定

昭和４２年１月 校旗掲揚塔完成

〃 ４月 第３代 柴崎正作校長着任

昭和４４年４月 第４代 笹井嘉則校長着任

昭和４５年７月 水泳プール完工

〃 月 学校給食優良校として文部大臣表彰状を受賞１１

昭和５０年４月 第５代 三沢 正校長着任

昭和５２年９月 体力向上トレーニングコースの設置

昭和５３年４月 第６代 長谷川真一校長着任

〃 月 優良ＰＴＡとして文部大臣表彰状を受賞１０

昭和５７年 月 学校体育研究優良校としての日本学校体育研究連合会表彰状を受賞１０

昭和５８年４月 第７代 金谷俊夫校長着任

昭和５９年 月 新管理棟竣工１２

昭和６０年４月 第８代 西沢宗一校長着任

昭和６１年 月 新給食室竣工１０

昭和６２年４月 第９代 根岸久三校長着任

平成 元年４月 第１０代 小林芳雄校長着任

平成 ２年８月 本館外部改修

平成 ３年４月 第１１代 内田 武校長着任

〃 ８月 本館内部改修

平成 ６年１月 学校安全優良学校表彰（県教委）

〃 ４月 第１２代 青木久夫校長着任

平成 ８年２月 校門通路舗装完成 体育館竣工

平成１１年４月 第１３代 長島 進校長着任

平成１２年８月 校庭大規模整備

平成１４年３月 特別教室棟（技術・家庭科棟）完工

平成１５年２月 教育用コンピュータ設置（２１台）

平成１６年４月 第１４代 田野昭一校長着任

平成１８年 月 学校体育研究優良校としての日本学校体育研究連合会表彰状を受賞１１

平成１７年 月 市町合併により校名を熊谷市立妻沼東中学校と改称１０

平成１９年４月 第１５代 荻野俊行校長着任

平成２０年４月 人権教育研究学校（熊谷市教育委員会委嘱）

平成２３年４月 第１６代 原口政明校長着任

平成２４年４月 小中一貫教育推進モデル事業研究校（県教育委員会委嘱）

平成２４年４月 学習指導研究学校（市教育委員会委嘱）

平成２４年 月 創立５０周年記念式典 校旗新調１１

平成２５年４月 通級指導教室(セルフサポート教室)設置

平成２７年４月 第１７代 柏瀬健一校長着任

平成２８年４月 心豊かな人づくり研究学校(熊谷市教育委員会委嘱)

２ 沿革の概要

１ 校長あいさつ 校長 柏瀬 健一

１ 道徳教育の充実１ 心身の健康保持・増進
◎運動技能を高める体育授業に努める。 ◎『熊谷の子どもは、これができます』
◎部活動への積極的参加を奨励し 「誇 の「４つの実践」と「３減運動」を取、
り」を育む。 り入れた道徳的実践力の「見える化」(出席率 ％以上)90

実生活での「見える化」を実践２ 生徒指導の充実 に努める。
◎ボランティア活動・福祉活動などをとお◎規範意識の醸成と生活規律・授業規律

、 。の確立に努める。 して 心豊かな人づくりの育成に努める
２ 人権教育・特別支援教育の充実小学校からの一貫性のある指導(社会に通用する妻

○自他の人権を尊重する生徒を育成する。沼っ子生活十か条の見える化の５項目以上の達成)

いじめ撲滅宣○課題の早期発見・早期対応に努める。 ノーマライゼーション教育・「

言 ・人権旬間の実施(年2回）生徒指導・教育相談・特別支援教育の３つの側面 」

○一人一人のニーズに応じ、特別でないからの指導(週一回の会議実施)

○共通理解・共通行動による実践及び指 特別支援教育の充実に努める。
市の巡回相談の活用導体制の確立を図る。

○通級指導教室の指導体制の充実を図「報告・連絡・相談・確認」

○ る。保護者･自治会・学校応援団･おやじの会･諸

３ 安らぎのある教育環境づくり機関との連携を図る。(年１回以上)

◎生徒と教職員の協働による学習環境の
整備に努める。
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国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語 総合 道徳 特活 計

１年 １４０ １０５ １４０ １０５ ４５ ４５ １０５ ７０ １４０ ５０ ３５ ３５ １０１５

２年 １４０ １０５ １０５ １４０ ３５ ３５ １０５ ７０ １４０ ７０ ３５ ３５ １０１５

３年 １０５ １４０ １４０ １４０ ３５ ３５ １０５ ３５ １４０ ７０ ３５ ３５ １０１５

生徒数

３ 妻沼東中学校の教育活動

学 校 教 育 目 標

進んで奉仕する生徒(徳)自ら学び実践する生徒（知） 主体的に心身を鍛える生徒（体）

「 」４つの実践
①朝ごはんをしっかり食べる。

「 」 。②呼ばれたら はい と元気よく返事をする
③「ありがとう 「ごめんなさい」と言う。」
④友だちをたくさんつくる。

ア
ク
セ
ル

」「３減運動
①テレビの時間を減らします。
②ゲームの時間を減らします。
③スマートフォン・携帯電話やパソコンに触れる時間を
減らします。

ブ
レ
ー
キ

熊谷の子どもたちは、これができます！

確かな学力を身につけ心豊かに生きる生徒の育成
～小中一貫した学習規律、生活規律の徹底とわかる授業の実践～

学 校 の 使 命
学 校 研 究 課 題

大

人
が

手

本

と

な
っ

て

知・徳・体のバランスのとれた生徒の育成

生徒数 １年 ２年 ３年
特別支援学級

合計1年 2年 3年

男 ５９ ７２ ５８ ０ １ １ １８９

女 ５３ ６４ ６９ ０ ２ ０ １８６

合計 １１２ １３６ １２７ ０ ３ １ ４７９

学級数 ３ ４ ４ ２ １３

目指す学校像
））１ 生徒が生き生きと活動している学校 (知・特・体のバランスの取れた生徒(知・特・体のバランスの取れた生徒

(元気な教職員)(元気な教職員)２ 教職員が強い意欲を持ちチームで動く学校
(地域・保護者と共に歩む)(地域・保護者と共に歩む)３ 保護者や地域から信頼される学校

を合言葉に【笑顔 努力 感動】
『教職員がチームとなって、保護者・地域に誇れる魅力ある学校を作る 』。

１ 学習指導の充実
◎少人数指導、朝トレテストなどを充実さ

、 。せ 基礎･基本の着実な定着に努める
(計算・漢字オリンピック各５回実施)

◎小中一貫した学習指導を推進する。
(全教科における小中の系統性を把握）

○授業において学習内容と指導上の留
意点を明確にし、誰もがわかる授業

(一人二回以上の公開授業)を実施する。

２ 進路指導 教育の充実・キャリア
○志を持って、生徒自ら主体的に進路
を選択･決定できるように支援する。

○啓発的な体験学習を推進する。
職場体験・上級学校訪問・妻沼高校授業体立志式・

３ 特別活動・学級経営の充実
無言膝つき清掃清掃活動・学校行◎
事などの自治的な活動を促進し、
自主性の育成に努める。

(きらめき賞 ６０％以上達成)

本校は、利根川堤の南面に位置し、東西約７ｋｍ・南北約４ｋｍの広さ
を学区としています。西に国宝聖天堂、東に荻野吟子史跡公園、更に河川
敷にはゴルフ場・サッカー場・グライダー滑空場・群馬県とを結ぶ渡船な
どがあり、風光明媚な地域です。
生徒は長井小・秦小・妻沼小の三つの小学校から入学してきます。殆ど

の生徒が自転車通学で、本校のシンボルでもある’欅並木’を潜って登下
校しています。この欅は開校当時青年団の手によって人の腕ほどもない若

、 。木が植樹されましたが 今では大人でも抱えられない太さになっています
創立 年目を迎え、平成 年度から取り組んでいる小中一貫教育によ55 24
る小学校との更なる連携を図り「知・徳・体のバランスのとれた生徒」の
育成を目指し、教職員がチームとなって生徒と共に、保護者・地域に誇れ
る魅力ある学校をつくってまいります。



職名 氏 名 担当学級等 教科 部活動NO ｡

保体１ 校 長 柏瀬 健一
社会２ 教 頭 黒澤 正之

小林 久 教務全般 バレーボール３ 主幹教諭 保体
教 諭 栗原 利治 教務 陸上４ ・生徒指導主任 保体
〃 大河原直弘 年主任 剣道５ 1 社会
〃 １の１ 吹奏楽６ 栗田 紳也 音楽
〃 吉本 将士 １の２ サッカー７ 数学
〃 １の３ 吹奏楽８ 金子 美穂 数学
〃 年副担任 男子ソフトテニス９ 柳本 彩花 保体1
〃 諸 彰 ２年主任 野球10 英語

目黒 拓 保体 野球11 〃 ２の１
〃 松﨑 靜江 ２の２ 美術12 技家

英語 バレーボール13 〃 高柳 明子 ２の３
〃 小林 弘也 ２の４ 男子バスケットボール14 理科
〃 ２年副担任 女子卓球15 吉田 恵子 国語
〃 饗庭 幸恵 ３年主任 子卓球16 数学 男
〃 瀧澤 充 ３の１ サッカー17 国語
〃 荒木 健 ３の２ 女子卓球18 数学
〃 井上 修介 ３の３ 女子バスケットボール19 理科

美術 女 ソフトテニス20 〃 万里 拓己 ３の４ 子
〃 大関 秀之 陸上競技21 ３年副担任・進路指導主事 英語
〃 柔道22 小島智比呂 ３年副担任 社会

理科 科学･園芸23 〃 齊藤 秀夫 特別支援学級主任
〃 剣道24 渡辺 浩史 国語特別支援学級(５組)PTA
〃 小林 一男 柔道25 特別支援学級(６組)･副主任 技家
〃 吉澤 朝子 子卓球26 通級指導教室担当 英語 男

大川 良子 伊藤 純子27 38養 護 教 諭 保 健 主 事 ほほえみ相談員
事務主任 加藤 幸雄 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 石田 敦彦28 39
業務主幹 山口 民子 加藤 清嘉29 4 0 学力向上支援員

島袋エリカ 神尾 薫30 41A L T 学力向上支援員

栄養士 武政 怜子 町田 佳子31 42 通級教室指導支援員
通級教室指導支援員32 43給食調理員 横倉 知子

給食調理員 岡田 妙子 小島 さと江33 44 学 校 図 書 館 補 助 員
給食調理員 市野瀬志乃 町田 春江34 45 地域教育相談員
給食調理員 横塚真由美 長嶋 悦子35 46 地域教育相談員
給食調理員 稲見 恵 内田 勝江36 47 地域教育相談員
給食調理員 佐藤 恵美37

熊 谷 市 長 富岡 清 副会長 須田 正人P T A
教 野原 晃 〃 黒澤 正之教育長

育 齋藤 洪太 学 校 評 議 員 石井 智章委員(教育長職務代理者)

委 本塚雄一郎 〃 青木 久夫委員

員 西山富由紀 〃 吉野 勘冶委員

会 加藤 道子 〃 大岡 由男委員

〃 平澤 和夫
校 長 柏瀬 健一

会 長 澤田 真弘 学校医(内科) 井上 哲夫P T A
副会長 渋澤 久代 学校医(歯科) 筒井 左絵P T A
〃 中島 菊江 学校医(眼科) 大川みどり
〃 櫛谷 優子 学校医(耳鼻科) 中野 義博
〃 岡田 真理 学校医(特別支援) 佐藤 祐一
〃 萩原さやか 学校薬剤師 内藤 和子

４月 ５月 ６月
始業式･入学式･対面式･１ 前期人権旬間･生徒総会･体育祭 年修学旅行・家庭訪問・3

宿泊体験学習 学校総合体育大会年 ･ 総会･写生会 通信陸上予選会 前期中間テスト・PTA
７月 ８月 ９月

授業参観日 全校登校日 ２年生宿泊体験学習
年三者面談 ･おやじの会奉仕作業 前期期末テスト3 PTA

月 月 月１０ １１ １２
新人戦･前期終業式･後期 年職場体験･三者面談 おやじの会1
始業式･合唱コンクール 後期中間テスト 開校記念日

１月 ２月 ３月
校内書初め展 公立高校入試･３送会1 2 3 1 2･ 年二者面談･ 年三者面談･ ･ 年授業

新入学生説明会 卒業式･修了式参観( 年立志式) 後期期末テスト2

５ 管理者・PTA役員・学校評議員・学校医等

４ 教職員等の一覧（5月1日現在）

６ 主な年間行事計画 登校指導日(毎月１０日) ・ 安全点検日（毎月２１日）

刀水橋
グライダー滑空場

妻沼
聖天山

妻沼東中

荻野吟子
記念館中央公民館

７ 教室配置図

８ 校舎配置図

農 園駐車場

技術科棟
（ ）ものづくり室･調理室

ﾃﾆｽ
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本 館
(１年･２年教室･理科室･音楽室）

管理棟
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け
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き
並

駐車場木

９ 学校周辺地図

学 校 番 号
北部教育事務所
中 学 校 ３４

平成２８年度

学 校 要 覧

学校教育目標

〒360-0201 埼玉県熊谷市妻沼４３０－１
ＴＥＬ ０４８－５８８－１３５２
ＦＡＸ ０４８－５８９－０４５４

-MAIL menumahigashi@wit.ocn.ne.jpＥ
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三

わ
れ
ら
の
胸
に

愛
あ
ふ
れ

英
知
の
さ
が
の

ひ
か
る
と
き

国

人
と
も
に

睦
み
合
う

安
ら
ぎ
の
世
は

生
ま
る
べ
し

「自ら学び実践する生徒 (知)」

「主体的に心身を鍛える生徒 (体)」 「進んで奉仕する生徒 (徳)」


